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道腎協第16回総会議案集

《*R-?ytここ'^.ン案内図》 第16回総会ご案内

第16川総会をド記のように

開催いたします。

会は、ご家族の皆様お誘い

合せのうえご参加|゛さい。

　　　　　　　

記

　　　　　

日

　

時

　　　　

６月６日（日）

　　　　

10: 30～12: 00

　

15周年記念シンポジュウム

　　　

13 T00～15で00

演題「腎臓病を号えるｔい」

　　　　　

場

　

所

ホテルユニオン

　

７Ｆ大雪

血 ｉ k乙血f
ｉ

－

k錐

二
Ｌ[:二111丿二

¬

　

とjl甘I ゜.'‘V＼I

二万回7?匯止五目

‾‾５‘¬¬!¬？こ長丁

所在地

　　

〒060札幌市中央区南３粂西12丁目

　　　

電話ホテル代表(011)561-6161

一 一

総会当日はこの議案書をご持参下さい
昼食は道腎協で用意します。

北海道腎臓病患者連絡協議会



第16回総会次第

開会のあいさつ

黙

　

と

　　

う

会長あいさつ

来賓あいさつ

祝電・メッセージ披露

議長選出

議

　　　　

事

　　　

平成４年度活動報告

　　　

平成４年度決算報告

　　　

平成４年度会計監査報告

　　　

平成５年度活動方針（案）

　　　

平成５年度予算（案）

　　　

平成５年度役員（案）

　　　

スローガンの採択

　　　

総会宣言

議長解任

閉会のあいさつ

昼食・休憩

10 : 30

１２：00

15周年記念シンポジュウム

　

13J00
演題

　

「腎臓病を考える集い」

２

15 1 00
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②
全
腎
協
と
の
運
営
と
協
力

　

今
年
度
も
全
腎
協
の
運
営
に
積
極
的

に
協
力
し
、
廣
岡
副
会
長
が
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
全
腎
協
の
運
営
委

員
に
な
り
、
佐
藤
利
國
運
営
委
員
が
全

腎
臨
幹
事
の
任
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

閲

　

腎
提
供
登
録
者
拡
大
運
動

　
　
　

に
つ
い
て

　

全
腎
協
が
昭
和
5
6
年
よ
り
「
全
国
一

斉
街
頭
登
録
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
取
り
組
ん
で
1
2
凹
‐
、
昭
和
ａ
年
よ

り
厚
生
省
が
定
め
た
’
腎
移
植
推
進
月

間
」
に
呼
応
し
、
道
腎
協
も
こ
の
「
月

間
」
を
よ
り
盛
り
上
げ
。
腎
バ
ン
ク
へ

の
登
録
者
の
拡
大
を
め
ざ
す
啓
発
運
動

な
ど
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

1
0
月
４
日
、
全
道
一
斉
に
1
8
力
所
で

取
り
組
ま
れ
、
参
加
人
数
は
、
患
者
・

家
族
・
医
療
関
係
者
・
腎
バ
ン
ク
・
道

腎
移
植
者
連
絡
協
議
会
・
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
・
難
病
連
等
約
４
０
０
人
位
の

睨
模
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
風
船
・
尿
試
験
紙
・
チ
ラ
シ
等

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
･
　
I
ｔ
地
で

無
料
血
圧
測
定
・
腎
瞭
病
相
談
が
行
わ

れ
大
好
評
で
し
た
。

　

最
近
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
毎
年
参

加
さ
れ
る
患
者
が
同
じ
人
ば
か
り
の
よ

う
に
お
も
わ
れ
ま
す
。
せ
め
て
、
移
植

登
録
を
し
て
い
る
患
者
は
必
ず
参
加
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
腎
艇
供
登
録
迦
動
も
。
今
後
は

全
道
一
斉
に
開
催
す
る
他
に
。
各
地
で

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
積
極
的

に
飛
び
込
ん
で
、
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

北
海
道
の
移
櫨
提
供
登
録
者
数
は
１

２
、
７
７
７
名
（
平
成
５
年
２
=
ｒ
末
）

全
国
で
は
３
６
８
。
５
２
２
名
（
平
成

４
年
1
2
月
末
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

即

　

国
会
臍
願
署
名
・
募
金
運
動

　
　
　

に
つ
い
て

　

私
た
ち
は
。
医
療
と
福
祉
の
向
上
を

め
ざ
し
、
腎
疾
患
総
合
対
策
の
確
立
の

願
い
を
実
現
す
る
た
め
。
今
年
度
も
全

腎
臨
と
日
本
患
者
・
家
族
団
体
（
Ｊ
Ｐ

Ｃ
）
の
２
つ
の
国
会
請
願
署
″
１
・
募
金

運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

昨
年
1
0
月
か
ら
２
ヵ
月
の
閻
、
思
者

会
員
の
ご
協
力
で
。
全
腎
協
署
名
２
６
、

１
３
一
名
・
募
金
額
１
、
８
０
９
、
６

８
３
円
（
内
訳
全
腎
協
1
5
％
２
７
１
、

４
５
２
円
、
道
腎
協
5
0
％
９
０
４
、
８

４
２
円
、
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
3
5
％
6
3

3
.
3
8
9
円
）
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
署
名
１
０
、

５
５
６
名
・
募
金
額
3
0
0
.
9
1
4

円
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
国
会
請
願
募

金
は
国
会
請
願
行
動
費
・
道
腎
協
・
各

地
方
腎
友
会
の
貴
重
な
活
動
の
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
腎
協
の
国
会
請
願
行
動
は
昭
和
4
6

年
６
月
６
Ｈ
全
腎
協
結
成
の
翌
々
日
始

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
ぐ
ろ
い
顔
を

し
て
貧
血
の
身
体
に
鞭
打
っ
て
慣
れ
な

い
デ
モ
や
陳
情
僑
動
を
し
た
お
陰
で
翌

年
の
昭
和
4
7
年
か
ら
人
工
腎
臓
の
公
費

負
担
。
人
Ｅ
腎
臓
の
増
設
計
画
が
国
の

施
策
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
請
願
の
成
渠
は
色
々
あ
り
ま
す

が
近
年
で
は
Ｊ
Ｒ
・
航
空
運
賃
割
引
適

用
が
あ
り
ま
す
。

　

令
腎
協
の
国
会
請
願
行
動
は
本
年
３

月
2
5
日
、
全
国
か
ら
代
表
者
が
参
加
し
。

道
腎
協
か
ら
は
廣
岡
達
夫
氏
（
苫
小
牧
）
・

津
旧
嘉
郎
氏
（
小
樽
）
・
岡
崎
由
紀
夫

氏
（
十
腸
）
の
３
名
が
本
道
選
出
の
衆
・

参
両
議
員
及
び
厚
生
委
員
会
に
所
属
す

る
議
ほ
に
紹
介
巣
ｎ
に
な
っ
て
畝
く
よ

う
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
行
勣
は
、
本
年

６
月
７
日
に
。
多
く
の
紹
介
議
員
に
よ

る
厚
生
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
で

す
。

㈲

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て

　

会
員
数
は
平
成
３
年
瞳
木
で
2
.
5

4
4
名
で
し
た
が
、
各
地
城
患
者
会
の

努
力
に
よ
り
、
こ
の
１
年
間
で
５
％
、

１
３
４
名
の
増
加
で
２
、
６
７
８
名
に

な
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
そ
う
で
す
が
本
道
に
お

い
て
も
特
に
都
市
郎
で
の
加
入
率
が
低

い
よ
う
で
す
。
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
、

対
応
を
考
え
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
が
。

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
患
者
の
増
加

に
対
し
て
組
織
率
は
低
く
２
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

名
を
超
す
患
者
が
依
然
非
会
員
で
あ
り
、

会
活
動
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
沢
山
の
忠
者
に

会
員
に
な
っ
て
畝
く
よ
う
に
。
呼
び
掛

け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
か
会
員
の
皆
様
も
末
加
人
の
患

者
に
呼
び
斟
け
て
く
だ
さ
る
様
お
願
い

し
ま
す
。

即

　

広
報
活
動
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
機
関
紙
。
ど
う
じ
ん
”
を

４
回
発
行
し
ま
し
た
。
年
５
川
の
予
定

で
し
た
が
。
全
腎
協
総
会
闘
催
準
俑
都

八
口
上
６
月
号
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
分
、
4
0
号
（
８
月
ゆ
）
は
総

会
特
集
号
と
し
て
。
若
Ｆ
増
ペ
ー
ジ
致
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柚
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ふ
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配
布
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い
ｔ
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’

鼎

　

各
種
学
習
会
に
つ
い
て

へ
ｉ
竹

｀
一
１

　

心
腎
協
に
、
封
地
Ｉ
Ｕ
ｋ
．
□
し
て

ご
わ
口
Ｉ
腎
膿
・
仙
Ｉ
■
:
ｋ
:
を
増
｛
、
ｔ
一
々

い
～
万
ロ
　
０
ぱ
に
療
知
識
向
ト
山
た
め

医療講，翼

役繭研修会

に
独
・
‐
心
活
動
ヒ
ー
士
防
り
．
ｙ
療
溝
演

会
を
川
阪
し
て
き
ま
し
た

卜
心
Ｉ
Ｉ
隻

し
4J

ビ

ｙ

吋

ごご

ポ

７
り
凶
‐
、

Ｉ
講
演
、
Ｃ

札

幌

Ｘ

ｊ
Ｉ

１
１

う
現
状
レ
一
≒
．
汲
う
展
望
」
ヒ
い
・
ン
ｙ
－

マ
で
‐
址
流
巾
ｊ
．
暗
々
病
院
力
Ｌ
へ
ｔ
整

坐
几
１
を
招
聘
し
て
川
催
さ
れ
ｔ
し
た

Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
山
Ｉ
理
・
心
心
・
除
氷
Ｆ
・

竹
理
？
り
．
人
変
わ
か
り
や
す
’
、
説
川
き

れ
．
沢
山
～
１
者
・
家
吸
か
な
卯
ｔ
・
れ

た
変
好
Ｉ
で
し
た

　

ｔ
か
・
．
川
り
2
5

り
会
轟
に

収
ざ
れ
ｔ

ノ｜

Ｘ

－

ｆ
ｉ
ｆ
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Ｉ
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Ｉ
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続
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川

た

1111

戸

咆

即

成

II'1:

但

叫

反

１ｊ
ｙ
４
１

Ｊ

Jl

一

ド
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心

し
‘
『
’
Ｊ
ｒ
’
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ｊ
・
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ｌ

！
‘
Ｉ
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長
ｌ
ｙ
し

氏

か

岫

情

運

－
－ｊ

Ｉ
Ｉ

l･‘

．
ぶ
．
費

が
地

路
巾

が
う
’
Ｔ
。

ノ

だ
脱
１
る
巨
石
函
片
や
『
川
６
Ｕ
釧
鵬

ｊ
ｌ

Ｌ
喩
ご

才

岫
院

～
油
什
町
成
ｙ
ｊ
ｔ
’
ｙ
一
心

こ
い
’
？
こ
’
と
て
説
明
り

さ

に
ｔ

１

だ

て
ト

　

Ｉ
″
ケ
．
‥
う

　

ぃ

　

室
５
≫
S
_
-
-
ｊ
ｉ
_
-
ｖ
.
'
:
;

に
ｙ
け
る
活
動
資
金
に
一
成
運
動
｀
し
・
い

・
ン
．
フ
ー
マ
て
･
＞
≫
地
り
剥
ん
、
勁
う
'
-
-
:
＊

川
閥
氏
が
．
余
話
斬
首
ｔ
‘
ｙ
・
Ｉ
一
成
十
る

ち
に
祭
叫
西
出
隅
、
川
‐
う
１
備
．
ｊ

‥
ロ
の
役
割
ひ
川
’
や
■
　
V
　
ｓ
ｉ
ｉ
ｇ
r
-
-
＾
'
;
休
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Iり

役貝研修会

的
な
位
唾
を
λ
明
し
Ｔ
Ｆ
’
．
ニ
ｔ
ｒ
八

　

山
地
し
腎
な
人
．
・
ｙ
ｋ
・
り
９
に
‥
い
た
る
屠

勣
山
説
川
は
人
変
ぢ
弓
に
な
り
侭
卵
χ
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か
こ
以
山
巾
ｎ
川
か
I
*
　
Ｚ
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-
-
-
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Ｔ
＾
~
＾
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｡
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没

い
研
修
会
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だ
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各
地
方
ブ
ロ
ッ
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で
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活
動
に
つ
い
て

６

万
り
度
カ
ー

７
８
ｃ
ｃ
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組
織
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況
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会
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口

ケ
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し
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２

　

ｆ
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ソ
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．
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動
・
と
し
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肺
の
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演
余
．
心
ふ
‥
ぺ
’
一
．
ぴ
山
、
枕

丿
心
心
、
食
収
発
な
レ
ゐ
鳶
‐
の
赳
睦
．

女
流
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図
る
値
し
か
ぎ
ん
に
行
わ
れ
ｔ

し
た

　

そ
し
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ソ
ロ
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Ｌ
会
費
以
外
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活
>
≪
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＞
"
＾
"
-
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４
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布
し
、
ｋ
り
度
に
は
復
帰
ｒ

る
‐
'
-
”
―
一
し
レ
ー
な
り
ｔ
し
た

　

・
一
の
Ｌ
・
り
に
各
ソ
ロ
。
々
・
咎
‰
ａ

~
:
i
i
ｚ
＜
'
-
…
-
^
'
＾
'
。
:
_
!
-
-
>

J
ｙ
―
*
■
-
十
・
、
て

引
受
け
々
け
れ
は
運
ｙ
ｌ
そ

ｌ
ｔ

″
ｆ
ｒ
１

/

一
ａ



所
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ど
こ
の

ブ
ロ
ッ
ク
・
施
設
患
者
会
で
も
役
員
の

後
継
者
育
成
問
閣
や
商
齢
化
、
ま
た
末

加
入
患
者
を
加
入
さ
せ
る
、
透
析
ペ
ッ

ト
不
足
な
ど
沢
山
の
問
閣
を
か
か
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
積
極
的
に
自
治
体
や
施
設

に
陳
情
し
て
、
問
題
を
解
決
し
て
い
る

ブ
ロ
ッ
ク
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
後
。
末
加
人
患
者
。
無
閥
心
忠
者

を
い
か
に
忠
者
会
に
参
加
さ
せ
て
行
く

か
が
最
収
要
課
噛
で
す
。

鼎

　

他
団
体
と
の
連
携

　
　
　

に
つ
い
て

　

北
海
道
難
病
連
の
中
で
腎
臓
病
郎
会

と
し
て
難
病
連
主
催
の
各
行
事
、
各
集

会
に
禎
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
賢
金
協
力
と
し
て
花
火
・

正
月
飾
り
販
売
に
も
協
力
し
て
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
の
相
当

敦
が
難
病
連
の
各
地
方
支
部
の
役
員
を

努
め
難
病
検
診
や
碓
病
連
の
活
動
に
協

力
し
て
き
ま
し
た
。

　

難
病
連
か
ら
は
。
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

全
腎
協
総
会
北
海
道
大
会
に
お
い
て
も
、

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

萌

　

道
腎
移
植
推
進
実
行
委
員
会

　
　
　

に
つ
い
て

　

昨
年
の
８
月
か
ら
４
回
。
道
腎
移
噴

推
進
実
行
委
八
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

道
腎
協
・
地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
・
腎

バ
ン
ク
・
道
腎
移
植
者
の
会
の
４
者
で

初
会
今
を
持
ち
ま
し
た
。
最
近
の
腎
移

植
者
数
の
伸
び
悩
み
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
マ
ン
ネ
リ
化
等
の
問
題
を
話
し
八
｛
い

ま
し
た
。

　

肖
而
の
行
動
と
し
て
本
年
８
月
に
一

般
向
け
に
医
療
講
演
会
を
開
催
し
。
そ

こ
で
腎
提
供
登
録
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。

道
独
自
の
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
こ
と
等
が
。
口
標
と
し
て

決
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
に
皆
様
の
　
１
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

鴎

　

道
腎
協
1
5
周
年
記
念
事
業

　

実
行
委
員
会
を
２
川
開
催
し
ま
し
た
、

記
念
事
楽
と
し
て
。
会
員
の
実
態
調
査

を
実
施
し
実
態
調
査
報
告
番
を
作
成
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
1
5
周
年
記
念
講
演

と
し
て
。
腎
移
植
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
実

態
調
査
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
一
次
集
計
し

て
。
そ
の
内
容
を
≪
ｔ
自
治
体
に
陳
悄
４
　

る
資
料
に
す
る
よ
う
お
噸
い
し
ま
し
た
、

３

　

お
わ
り
に

　

こ
の
１
年
閻
の
活
動
で
は
全
腎
協
総

会
が
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
事
が
一
番

大
き
な
行
乍
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
総
会
の
前
後
は
適
腎
協
と
し

て
は
、
最
も
忙
し
い
時
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
１
年
間
は
医
療
法
改
一
、

外
来
透
析
患
者
の
血
液
検
査
の
定
額
化

閻
題
等
、
私
達
患
昔
に
人
き
く
関
わ
る

事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

臓
器
侈
植
は
、
脳
死
臨
澗
の
最
終
報

告
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
審

議
が
非
公
開
だ
っ
た
為
に
。
脳
死
侈
植

立
法
化
が
遅
れ
て
い
ま
ず
。
そ
の
影
響

の
せ
い
か
。
令
国
の
腎
移
航
数
は
例
年

よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

透
析
心
者
は
全
国
で
1
1
7
.
０
７

２
人
（
平
成
３
年
1
2
月
3
1
Z
L
）
で
平
成

２
年
収
よ
り
１
３
、
７
７
６
人
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
患
者
数
が
増
え
て
い
く

の
を
見
る
に
っ
け
、
ま
す
ま
す
、
透
析

導
人
者
を
抑
え
腎
ｆ
ｔ
の
治
療
・
研
究
。

移
植
を
推
進
ず
る
腎
疾
患
総
｀
‥
対
策
の

必
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
．

　

全
国
的
に
延
ま
し
て
も
．
役
八
の
後

継
者
不
足
．
介
護
問
閣
．
通
院
交
通
費

問
閣
等
諦
事
情
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
『

　

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
．

一
人
　
　
人
の
問
題
と
し
て
よ
り
　
　
層
の

聞
結
と
協
力
で
．
困
雛
を
乗
り
越
え
．

今
後
の
患
者
運
動
を
進
め
て
行
き
ま
し
よ

－６－



平成４年度全国総会積立金決算報告
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旅
バ

　

唯
ｆ
繰

岫
ス

費

備
出
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叶
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叙
代
費
費

助

計

令
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･止!富安心会計・15店卜i1積ヽy命

会計監査報告

　

平成４年度決算書に基づき、関係帳簿、領収書、煩金通

帳等を厳正に精査した結米、決算占の通り相違なく、いず

れも正確、妥当である事を報告いたします。

ヽド成５年３月31Ｈ

会計監査永田和之･聯
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安
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良

　

和

　

田
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告
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計

糾
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期
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越
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計

平成４年度一般会計決算報告

|トlqﾓ'F耳｜11.1年決算
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100.000
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50,(XX

　　　

50.〔寵〕
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備
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(支出の部)
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－　一一一一　一一一

　ブロック会議

　川　品　購　人　代

　一一一　一一
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臓器移植基金

　　　一一r･　備　　費

次　期　繰　越

　ａ　　　　計

H 4 tr-f･算　Ｈ４年決算　　　　　備　　　　　　考

　500.000 1　349.086

　　　　　●　　㎜㎜　㎜　300.000　　　328､484

　　50.000
t　　133.563

　　70.000 i　　150.000
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(支出の部)

科　　　日 Ｈ４年予算 Ｈ４年決算 ％ 備　　　　考

会　　鏃　　費 910.000 820.150 90.1

幹事会　費

運営委員会費

編集委員会費

全腎協参加費

難病連参加費

500､000

200.000

　20.000

120.000

　70.000

434.492

335,708

　4.400

　35.000

　10.550

　86.9

167.9

　22.0

　29.2

　15.1

４月開催

９月．２月，３月開催

全道集会他

負　　担　　金 5.038.000 5.137,750 102.0

加盟分担金

全国会負担金

　358.000

4.680.000

　361.000

4,776.750

100.8

102.1

難病連

全腎協

事　　業　　費 2.942,000 2.288.262 77.8

総　会　費

機関　紙　費

活　動　費

広報員活動費

　800.000

1.400.000

　700.000

　　42.000

　738.075

1.022.577

　517.510

　　10.100

92.3

73.0

73.9

24.0

議案書、会場費旭

事務局運営費 4,424.000 3,940.549 89.1

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　190,000

　170,000

　　80.000

　200.000

　624.000

　150.000

　100,OOC〕

　120.000

　300.000

　　30,000

2,400,000

　　20,000

　　40,000

　125.631

　160.474

　　82,720

　172.040

　624,000

　126.758

　114.665

　111,783

　239.768

　　18.430

2.111.300

　　12.980

　　40.000

　66.1

　94. 1

103.4

　86.0

100.0

　84.5

114.7

　93.2

　79.9

　61.4

　88.0

　64.9

100.0

切手代地

振替料地

水道、電気、ガス

コピーリース地

労災保険料

予　　備　　費 68.281 ０

運営会計繰出金 1.500.000

次　期　繰　越 296.763

合　　　　計 13.382.281 13.983,474 104.5

－９
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-

-
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叙

　

１

　

Ｉ

　　

66,{}･1･1

　　

16､180

　

io;i.(xK)

1.87.").571

2.()60.79n

　　　

額

500.000

098,-115

2.598.ヽ115
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繰

自
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自
．
キ

|］

計
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金
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至

　

平成５年３月31Ｈ

郵便叶叙

例月総会積し泄から

人態調査票

平成４年度運営安定会計決算報告

(支出の郎)

　　　

糾

　

繰

　

次

　　

明

　　　

４

平成４年度退職給与引当金会計決算報告
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(収入の郎)

平成５年度一般会計予算(案)
自
至

平成５年４月１日

平成６年３月31日

科　　　目 Ｈ４年決算 Ｈ５年予算 構成比 備　　　　考

会　　　　　費

配分交付金

国会請願募金

寄　　附　　金

物晶販売益

広　　告　　料

雑　　収　　人

運営安定繰入金

　n.239,890

　　961.000

　　979.804

　　　80.000

　　135.999

　　　50.000

　　　78.000

　　　　　－--
　13.525.193

11,760.000

　　%l,000

　　800.000

　　　50,000

　　150.000

　　　50,000

　　　50,000

　1.200.000

78.3

　６．４

　５．３

　０．３

　１．０

　０．３

　０．３

　８．１

2.800名×4.200円

道の助成金

募金の道腎協分

物品、本の販売

どうじん広告料

受取利息能

小　　　肝 15.021.00《〕 100.0

前　期　繰　越 458.281 296.763

合　　　計 13.983.474 15.317.763

平成５年度特別会計予算(案)

(収入の部)

自
至

平成５年４月１
平成６年３月31

日
日

科　　　　日 Ｈ４年決算
--
　690.000

Ｈ５年予算 備　　　　　　考

ブロック育成費 690,000 全腎協より

キャンペーン売上金 246.119 200,000 キャンペーン宣材

募　　金　　箱 159.777 100､000

雑　　収　　人 6,175 5.000 受取利息他

前　期　繰　越，　241.160 382.098

合　　　　計 1.343.231 1,377.098

(支出の部)

科　　　　日 Ｈ４年決算 Ｈ５年予算 備　　　　　　考

ブ　ロツ　ク会議 349.086 500.000 10月開催

用　晶　購　人　代 328,484 330.000 キャンペーン宜材(地方分,逗腎協分)

移植推進活動費 - 300,000

雑　　　　　　費 133,563 50,000 発送費他

臓器移植基金 150.000 100.000

予　　偏　　費 ０ 97.098

合　　　　計 1.343.231 1.377.098

12



(支出の郎)

科　　　　日 Ｈ４年決算

　　　一一一一－
　　815.750
一一一一

　　^i3'i.･192

　　335.708

　　　　　－

　　　35.000

　　　10.550

　5.137.750

　Ｈ５年予算
－－
　1.950.000

　構成比

一一

　　　12.7

　　　３．９

　　　２．９

　　　３．３

　　　１,３

　　　１．３

　　　35.3

　　　２．１

　　　32.9

－－－

　　　20.9

一一一一

　　　５．２

　　　11 ，１

　　　　４,６

　　　27.7

　　　　１．０

　　　　１．１

　　　　０．６

　　　　１．３

　　　　４．１

　　　　１．０

　　　　０．８

　　　　０．８

　　　　０．７

　　　　０．２

　　　15.6

　　　　ｏ』

　　　　０．４

　　　備　　　　考
　　　　　　　　　　　　一

　旅費、会場費、，□l開催

　旅費､会場費､９･２・３月開催

　総会・幹嘔会

　急逝集会能

　難病連

　急腎協2.800ti･xi.acH円
　　　　　　　　　　　－－

一一‥－

　52.00円x12ヵ月

　水道．電気、ガス料余

　コヒーリース

ー－－

会　　議　　費

一一－

　負

幹　事　会　費

運営委員会費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

一一　　－　一
　　担　　金

600.000

.150.000

500.000

200.000

200.000

5.401.000

加盟分担金

全国会負担金

　361.000

4.776.750

　361,000

5.040.000

事　　業　　費 2.292.662 3.200.000

総　会　費

機「喝　紙　費

活　動　費

　　738,075

　　1.037.077

　　517.510

一一一一一

　3.940.549

－－－一一－一一一

　　　125.631

　　　160.･174

　　　82.720

　　　172.040

　　　624.000

　　　126.758

　　　1M.665

　　　111,783

　　　239,768

　　　18,-130

　2.111.300

　　　12.980

　　　40.000

　　800.0( 0

　1,700,000

　　700.000
一一一一
　4.238.000事務局運営費

通　信　費

事務用品費

新聞図ー費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

乍務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　150,000

　170,000

　　90.000

　200.000

　621.000

　150.000

　120,(X 0

　120.000

　100,000

　　30.000

2.400,000

　　20,000

　　64,000

予　　備　　費 ０ 528.763 ３．４

運営安定繰出金 1,500,000 -

－ 　　　－　-－　－　--－

－　一一‥－　　　-

次　期　繰　越 296,763 -

合　　　　計 13.983.474 15.317.763

☆Ｈ４年度決算の中の編集委員会賢と広報員活動費は機関紙費の中に入れてあります。
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(収入の部)

平成５年度15周年記念積立金予算(案)
自
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鬘

　

平成６年３月31口
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－
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Ｈ５年予算

200.000

　

50,000

5{》0,000

500.000

　

50.000

595.571

　　　

－

895､571

－
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Ｆ
Φ

Ｉ
Ｉ
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-

-

平成５年度運営安定会計予算(案)

n

金
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越
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計
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繰

　　

出

　　

金

次

　

期

　

繰

　

越

　　

か

　　　　

計

前

今

11 -1年決算

　

2.598.115

　　　　　

－

2.598.-115

H･1乍決算

　　　　　

－

　

2.598.-115

　

2.598.415

Ｈ５年千算ｊ

　　　　　

－

　　

20.000

2.598,415

2.618､･115

115年ｆ算

　

1,200.000

　

1.118.415

　

2.618,115

般会計

備

備

考

-

自

　

平成５年４月卜j
ｔ

　

平成６年３月31日

　　　　　

考

考

一一

平成５年度退職給与引当金会計予算(案)
自

　

平成５年４月1 M
ｔ

　

平成６年３月3】卜

科

　　

期

　

期

　

積

跨

川

越
金

　

な

繰

計

金

　　

額

　

-
40,000

64.000

104.000



会
剛

平成５年度役員候補者(案)

【運営委

役職f.

八

J.."

芦ﾀ

妊

長

'＼i i% '..j長

官務Ｑ次長

４!吋＆ほ

会

幹

/7

II

jﾀ

ﾀ1

μ

　

計

【幹

役職名

ﾀﾀ

ﾀﾉ

ﾀ芦

ﾀﾉ

μ

μ

/ﾀ

"

/ﾀ

乍

岩

膚

鈴

沖

堀

川

氏

　

崎

　

岡

　

川

　

木

　

田

　

井

　

村

宮

　

本

桟

佐

　

藤

佐

　

藤

西木戸

柳

　

奉こ

員

　

名

達

啓

必

和

会】

薫

友

弘

一一

-･

郎

彦

志
和

隆
好

朱

利

隆

塚

　

本

　

義

川

　

中

　

政

村

　

奉こ

　

徳

　　

事

　

氏

　　　

?，

佐

　

藤

　

裕

柳

　

沼

　

ii-:

斉

佐

乙

岡

横

村

八

沢

藤

藤

竹

崎

内

田

祥

勇

美

國

畔

彦

火

唯

会】

ブロzク名

(札幌)

(苫小牧)

(釧

　

路)

(札幌)

Ｉ

　

３

噂
幌

小
札

Ｉ

　

く

(IL

(札

(札

(FL

(宰

(北

(旭

(ト

(道

(札

幌）

幌）

幌）

幌）

:ﾚ

;ﾚ

南）

幌）

　　

フロック乍に

　　

４

　　　　

１

子（札

　

幌）｜

｀‘（札

　

幌），

f･
－
－
ｔ

(札

　

幌)

一

　

子｜（小

　

噂）

昌’夫べ旭川）

　　　　

ｉ
隆

　

ＬＩ（稚内〉

嘉奈恵（IW

　

萌）

　　　　

ｉ
栄

　

松（道

　

南）

明

　

光（かjヽ枚）

　　　

兄（室

　

闇）

幹

心

Xi

役職y>

y/

i/

μ

II

II

り

II

μ

rﾀ

II

＼i

謡監＆

妬

伊

鳴

矢

氏

　

りと

　

藤

　

本

　

部

　　

￥1

照

昭

　
　

武

Ｌ
川

‐
卜

進

渡

岡

江

鈴

棚

安

浦

葎

辺

川

島

木

川

江

存

繁

子

進

巌

r一

茂

秀

雄

ｔ

　　

寛

Ｍ

　

治

　　

寛

存

　

美

まゆみ

良

　

和

【全腎協派遣役員】

　

役職f.

ブロック代表

幹

　　　

恥

廣

佐

氏

　

岡

　

藤

　

私

達

利

人

國

【道難病連派遣役員】

役職名

乍
員

　
　

議

理
評

II

ﾀﾞﾒ

乍吏資汲委は

氏

喇

鈴

片

木

?1

フﾛｰ.･々f.

(滝

　

川)

(l･騰)

(釧

　

路)

(網

　

心)

(紋

　

別)

(北

　

叱)

(夕

　

張)

(岩地沢)

(汪

　

刈)

(油

　

同)

(根

　

室)

S
　
？
　
ｉ

ｊ

　

Ｊ

　

！

Ｆ

　

深
札

ぐ

　

Ｉ

　

く

（咀

ワリノ

（yi

（宇

ブロ

札
札

ぐ

　

く

彦
三

和
啓

郎

　

一

　

勇

嘉田
本

津
柳
検

4E
藤

村

利

隆

國

志

川）

ヶy1

枚）

蜘

作
岫

帆）

Ｉ

　

Ｉ

噂
川

小
旭

！

　

ぐ

(札

(室

(札

幌）

蘭）

幌）
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平成５年度スローガン(案)

　

１．腎臓病の研究.于防.治療の「腎疾忠総介対策」の確立を./

一一２．北海遺に「腎疾忠対策委Ｕ会」設;殴を./

，3.慢性腎炎忠者の公費負担を／

. 4 . ffバンクひ録の拡大を./

ご５.本泣における検尿制度の充実を./

ご6.本道における通院交通費助成の充実を./

　

７.人工腎臓の診療報酬は透析医療体制確保に見合う保障を./

　

8.強固な組織，2,800人の道腎協を./

総
ぶ

こＺＸ 宣
一三-
-
IＺI

ぐ
案

ｊ

　

私たち．道腎協は結成以東.15年lll】幾多の閑難を吸り越え、仲間と片に腎疾心

吋策と柚祉施策の前進をめさして．迦勣を進めてきました．

　

今では．「だれでも、どこでも」安心して透析治療が受けられるようになりまし

た．

　

しかし、その厦而、長期透析心芹によるａ併症の増加、屯症化や高齢化による

要介護患行問題．通院交通費等沢山の問題が山積しています．

　

また、今年度は柵ｕlj:八法により地方自治体への福祉の権限が委譲されより一閥

の地域心者の川結が屯要叫されます．

　

今．川本は急速に高齢化しっっあります.それに関して国は、社会保障制度を

地直すとして．将家は「応分の負担」「受益者負担」を言い出してきています．ま

すます国の負担を減らし「自助努ﾉJJをしなさいと国民にせまってきています．

　

今乍４川（ﾉ）新医療法では．同じ人院心占-でもお金持ちは．広い部屋．特別食.

r･約診療等、恩恵に浴する二とができますが．・･般庶民は川来ません．

　

私達、道腎協はこれ以上吐会保障制度が後退することを許すことなく．将来に

安心して生活できるよう要甲し、会は・家族-一致団結して運動を進めます．

　　

1勺戊５年６月６川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道腎臓病患者連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第16回総会

－16－



第
１
条
（
訊
‥
称
・
所
在
地
）

　
　

本
会
の
名
称
は
．
北
漉
道
腎
臓
病

　

患
者
連
絡
協
議
会
（
略
称
道
腎
協
、

　

以
ド
本
会
と
略
す
）
と
し
．
全
国
腎

　

臓
病
患
l
i
e
:
辿
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る

第
２
条
（
目
的
）

　
　

本
会
の
‐
的
は
、
次
の
各
Ｉ
項
と

　

す
る
『

　

１
、
す
べ
て
の
腎
膿
病
小
j
＊

　
　

経
験
食
流
と
観
睦
を
図
る

　

２
．
腎
臓
病
治
腺
と
^
t
-
防
の
た
め
の

　
　

医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の
充

　
　

実
：
川
Ｌ
を
め
ざ
す
．

　

３
、
腎
臓
病
心
i
c
　
.
家
族
の
医
療
と

　
　

生
活
の
権
利
を
守
り
．
貞
の
吐
会

　
　

保
啼
制
度
の
確
な
を
め
ざ
す
．

第
３
条
（
乍
宸
）

　
　

本
会
は
第
２
条
の
‐
的
を
達
成
す

　

る
た
め
に
は
、
次
の
か
か
げ
る
諦
活

　

動
を
お
こ
な
・
り
。

　

ｌ
、
腎
臓
病
心
者
の
医
療
と
生
活
を

　
　

守
り
、
向
Ｌ
さ
せ
る
た
め
の
法
的
、

　
　

行
政
的
、
医
乍
的
要
求
を
関
係
諸

　
　

機
関
に
働
き
か
け
る

　

２
、
必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集
と

　
　

作
成
。

　

３
．
機
関
紙
誌
発
行
と
配
布

　

１
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
間
の

　
　

交
流

　

５
．
加
盟
≪
ｔ
プ
ロ
ッ
タ
ー
組
織
の
強

　
　

化
と
私
組
織
ｒ
J
i
ｔ
会
の
組
織
化

　

６
．
他
の
患
狸
・
障
害
ざ
組
織
な
ど

　
　

必
要
な
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
。

　

７
、
そ
の
他
、
口
的
を
達
成
す
る
た

　
　

め
の
諸
活
動
。

第
４
条
（
組
織
）

　
　

本
会
は
、
腎
臓
病
患
者
お
よ
び
そ

　

の
家
族
を
Ｌ
た
る
構
成
員
と
す
る
心

　

者
組
織
で
構
成
さ
れ
る
連
絡
協
議
会

　

と
す
る

　
　

ま
た
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
闘
ず
る

　

個
人
・
団
体
（
特
別
会
μ
）
の
参
加

　

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第
５
粂
（
機
関
）

　
　

本
会
に
は
次
の
機
関
を
お
き
。
そ

　

の
越
膏
は
＜
ｚ
議
に
ｔ
る
も
の
と
ず
る
。

　

１
、
総

　
　

会

　

２
．
幹
Ｉ
会

　

３
、
運
甘
Ｓ
μ
会

第
６
条
（
総
会
）

　
　

総
会
は
、
本
会
の
協
議
。
議
決
磯

　

関
で
あ
ご
｡

■

.
u
　
;
;
川
会
長
が
招

　

集
す
る
総
会
は
。
令
体
会
議
に
す

　

る
な
お
。
文
皿
″
に
１
る
発
。
。
‥
も
て

　

ざ
る
。
総
会
で
は
、
次
力
事
項
を
協

　

議
決
定
す
る

　

Ｉ
、
活
動
報
告
と
決
ｇ
;
；
よ
ひ
会
計

　
　

監
介
報
ｔ
‥
の
承
砲

　

２
、
活
動
万
針
と
。
ｒ
算
の
決
定

　

３
、
役
μ
の
進
出

　

｡
■

―
)
J
約
の
改
廃

第
７
条
（
臨
時
総
会
）

　
　

加
盟
組
織
の
３
分
の
Ｉ
以
上
の
・
要

　

求
が
あ
っ
た
レ
ー
き
、
ま
た
は
、
幹
乍

　

会
が
必
。
昏
レ
・
認
め
た
と
き
は
。
臨
時

　

総
会
を
ひ
ら
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
８
条
（
幹
乍
会
）

　
　

幹
参
会
は
。
総
会
か
ら
総
会
ま
で

　

の
間
、
総
会
の
決
定
に
も
と
づ
き
、

　

必
。
要
な
巾
項
を
協
議
決
定
す
る

　
　

幹
参
会
は
、
会
長
・
副
会
長
・
嘔

　

隋
局
長
・
迎
営
ｒ
ｆ
t
i
;
3
E
　
･
幹
]
t
t
.
で
鳴
成

　

し
、
犀
２
回
以
上
開
催
す
る

　
　

幹
事
会
は
、
会
長
が
招
眺
す
る

　

幹
事
は
、
各
組
廠
か
ら
推
薦
を
受
け

　

た
各
１
も
の
代
＆
で
。
総
会
に
お
い

　

て
選
川
さ
れ
る
。
そ
の
任
期
は
１
年

　

と
ず
る
幹
参
会
の
決
定
は
。
次
の

　

総
会
に
報
告
し
、
承
認
を
受
け
る

ｉ
９
条
（
運
営
＆
μ
会
）

　
　

運
営
＆
Ｕ
余
は
、
総
会
・
幹
事
会

　

の
決
定
に
も
と
づ
き
、
本
会
の
述
営

　

に
責
仔
を
も
つ
執
行
機
閲
で
あ
り
、

　

必
要
に
応
じ
て
開
催
し
、
会
長
が
招

　

集
十
る

　
　

運
営
ｌ
員
会
は
、
運
営
委
員
で
礪

　

成
す
る
迷
営
委
員
会
に
は
必
要
な

　

専
川
部
を
お
く

　
　

運
営
委
員
会
の
活
動
は
、
次
の
幹

　

参
会
に
報
告
し
承
認
を
受
け
る

第
1
0
条
（
役
員
）

　
　

本
会
に
は
．
次
の
役
目
を
お
く

　

役
目
は
総
会
で
選
出
す
る
．

　
　

会

　
　

長

　
　
　
　

１
名

　
　

剛
会
長

　
　
　

若
Ｆ
名

　
　

V
務
局
長

　
　
　
　

１
名

　
　

事
拠
岫
次
長

　
　
　
　

１
名

　
　

3
＄
　
＄
£
　
>
W
f
　
i
Cａ
;
:
-
４
ｉ

幹会

卜計

会
計
監
兪

　

１
々
１

片
卜
私

　

り
】
訊
‥

　

た
だ
し
．
役
八
の
放
任
は
で
き
な

　

そ
の
任
期
は
１
年
と
す
る

　

な
お
．
本
会
に
相
談
役
．
姐
問
を

お
く
こ
と
が
で
き
る
『
相
談
役
は
、

幹
参
会
、
運
営
委
目
会
に
吋
！
’
、
Ｑ

３
?
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
顧
問

17



　

は
。
本
会
の
求
め
に
応
じ
て
、
必
要

　

な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相

　

談
役
、
顧
問
は
運
営
委
員
会
が
委
任

　

す
る
。

第
Ｈ
条
（
役
員
の
任
務
）

　

１
、
会
長
は
、
本
会
の
業
務
を
統
括

　
　

し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　

２
、
副
会
長
は
、
会
艮
を
補
佐
し
。

　
　

会
疑
に
事
故
あ
る
場
な
は
、
そ
の

　
　

任
務
を
代
行
す
る
。

　

３
、
事
秘
局
長
は
'

＊
n
-
務
局
の
ｍ
ｍ

　
　

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
運
営
委

　
　

員
会
の
議
決
に
も
と
づ
い
て
。
そ

　
　

の
執
行
に
あ
た
る
。

　

４
。
運
営
委
員
は
。
運
営
委
貝
会
を

　
　

構
成
し
、
活
動
方
針
の
立
案
お
よ

　
　

び
総
会
・
幹
事
会
の
議
決
し
た
婁

　
　

務
の
執
行
に
あ
た
る
。

第
1
2
条
（
事
務
局
）

　
　

本
会
に
事
秘
局
を
お
く
こ
と
が
で

　

き
る
。
事
務
職
μ
の
採
用
は
。
幹
事

　

会
で
決
定
す
る
。
事
務
r
ｐ
"
は
運
営
委

　

員
会
の
指
導
の
も
と
に
本
会
の
ｍ
ｎ
ｉ
.

　

を
執
行
す
る
。

　

（
事
務
局
手
当
）

　
　

事
務
局
長
、
事
務
職
員
に
は
乍
佛

　

局
手
当
を
支
給
す
る
。
事
務
局
手
当

　

の
支
給
額
は
。
運
営
委
員
会
で
決
定

　

す
る
。

　

（
退
職
金
手
当
）

　
　

退
職
金
支
給
規
定
に
よ
り
。
退
職

　

金
を
支
給
す
る
。
支
給
は
迷
営
委
ぬ

　

会
で
決
定
す
る
。

第
1
3
条
（
財
政
）

　
　

本
会
の
財
政
は
会
費
・
寄
附
金
そ

　

の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。

第
1
4
条
（
会
費
）

　
　

本
会
の
会
費
は
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ

　

ク
・
組
織
の
構
成
員
１
名
に
っ
き
、

　

r
-
-
F
?
月
３
５
０
円
と
す
る
。

　
　

（
内
訳
全
腎
協
１
５
０
円
。
道
腎

　

協
２
０
０
円
）

第
1
5
条
（
会
計
年
度
お
よ
び
会
計
処
理
）

　
　

本
会
の
会
訃
年
度
は
、
４
月
Ｉ
Ｈ

　

か
ら
翌
年
３
月
3
1
‐
ま
で
と
す
る
。

第
1
6
条
（
会
訃
監
査
）

　
　

本
会
の
会
計
監
査
は
、
会
計
年
度

　

内
に
２
同
お
こ
な
う
。
、

第
1
7
条
（
加
盟
お
よ
び
退
会
）

　
　

本
会
へ
の
加
盟
は
。
第
４
条
に
定

　

め
る
団
体
加
盟
を
原
則
と
し
。
運
営

　

委
員
会
の
議
を
経
て
、
幹
参
会
、
総

　

会
の
承
認
を
得
る
。

　
　

退
会
に
っ
い
て
は
。
加
盟
組
織
か

　

ら
の
巾
し
川
に
よ
っ
て
運
鸞
委
員
会

　

の
承
認
を
得
る
。
運
営
委
員
会
は
。

　

幹
事
会
、
総
会
に
報
告
す
る
。

第
1
8
条
（
附
則
）

１
、
こ
の
規
約
の
改
鹿
は
総
会
で
お

　

こ
な
う
。

２
、
こ
の
規
約
は
総
会
で
決
定
後
直

　

ち
に
効
力
を
有
す
る
、

３
。
こ
の
規
約
に
よ
る
細
則
を
設
け

　

る
こ
と
が
で
き
る
。

４
。
こ
の
規
約
は
平
成
元
年
５
月
2
8

　

‐
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

５
．
二
の
睨
約
は
平
成
２
年
５
月
2
7

　

‐
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

６
、
こ
の
規
約
は
平
成
３
年
６
月
２

　

‐
か
ら
効
力
を
発
す
る
『
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氏名

住所

竃話

－

Ｔ

文書発言用紙

- 所属腎友会

男・女

　

年齢

　　

規約第６条により会員は文書で意見を述べることができます｡活動

　

方針案等に対し、ご意兄のある方はこの用紙にご意見を書いてお送り

　

ください。

　

(送付先:〒001札幌市北区北35条西５丁目ＡＭＳ南麻生308道腎協)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月30日必着

意

　

兇

　

書
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歳

切
り

収
り

線



昭
和
4
X
年
１
り
1
3
‐
冊
３
穐
郵
便
物
許
可
Ｈ
・
Ｓ
・
Ｋ
適
巻
２
５
１
呼

恥
戊
５
～
５
:
:
ｒ
=
-
ｉ
'
．
＾
i
:
#
t
―
=
―
J
W
．
ｊ
〃

切

　

り
収
り
線

発
行
所
北
海
道
身
体
障
害
者
団
体
定
明
刊
行
物
協
輿

’
.
ｃ
;
-
s
i
f
e

　
　
^

≫
　
　
.
=
…
　
　
:
＾
　
≪
f
　
　
V
　
＾
:
i
　
　
r
r
i

（
鱈
砂
り

／ゝ

ヱこ

道腎協加盟組織一覧表

一 一

札幌腎臓病心者友の会

小榊後心地方腎友会

咀川地方腎反会

稚内地方腎友会097

　　　　　　　　　

↑
留萌地力水無人畔友会077

一 一

道1剌腎臓病思古連絡協議会・n-n

。
り
・
闇

ｙ
に

　 　
室

牧腎友会Ｉ

－－－

　

－

　　

４

地．万腎友会1050

腎Iを会滝.III?JJニIバ逃柝1’のﾔ

｡

nで3

十勝

一

地力＼腎

- ― -(一一一

瓢讐やﾉﾌﾞ!Ａヤ085

北貼地．し腎．な会と

オホーツク腎友会１

紋別地力’腎ｋ会｜

夕張腎臓病を･の会｜

y;

　

ｌ

　

沢

　

腎

　

友

　

会

江別腎臓病患者会069

浦河地卜．腎良会

根室地万賢友会

｢一

　

晟　緊　友　包

深

　

川

　

腎

　

々

　

会n7･l

北海道腎臓病世.??連絡協議会001

捌り腎臓病IJ迪絡協議会

　

171

札槻rli東区

樽,|

一

旭川眼

碓内眼中火4 j゛F111岳６廿

　　　　　　　　　　

巾な病院透吸家内
一 一

｜保団団寿町Ｉ ＦＩ」

ト
ー
レ
１
０
レ
ー

電話番6･

-

】62 23 2771

ili立総rl榔院透析室内丿】6４1 2 1500
一 一

函館巾美原2 ri!i3j&8 ^i-

　　

函館メディカル

　

，随居泌尿器科医|

占小牧跨

-

Ｉ案闇巾東町2－】－191

　　　

室聞巾障害者総か福祉センター内

↓
・
－
ｉ

　
　
　

一

滝川巾町明町２Ｌ日4 －45

　　　

腎友会滝川クリニック

　

透析室内

帯広巾

‥

　　　

一
釧路巾川北4-17

北見『fl-

斜IR祁斜‘Ｒ町

-

-

一 一

身体障害者福祉センター内

紋別郡遠軽町

夕汰iH

樺戸郡Jj形北農場

ﾚ!:別‘lf野幌町代ふ余質7ぷ乱院

1浦河剛常盤町

根串巾

ｒ歳巾

透析室内．

38 46-5657

0143 ..･15-6849

0125 ･24 2125

0154 25-2012

-

on ;J82 nil

深川巾5*6 mo''fヽy総か病院透旨令内016'12
2 11０1

・札槻市北区北35条丙５丁目１番】0号

　　　　　　　　　　　　

㎜■

　

㎜●■･■

東京都樫鳥区目a 2 -38- 2　紫|||会ビル03 3985 7760

　　

－20－
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